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な 社会 （非 血縁 者 グル ープ ）と ど の様 な関 係を 構 築す るか 」、 す なわ ち核 家族 や





























２⒊ 各 論 の 概 要














































































































































































































　 ［ 論 Ⅲ ］ では、論Ⅰ・Ⅱで研究対象とした住宅事例に対する建築家（設計者）






















することができること、③『 特記空間』の 組み合せ類型は、住 宅の設計条件ごと、
異なる特徴的類型を示すことから、設計時に汎用性の高い類型を予測することも
可能であることを確認し、以上より本研究における『特記空間』概念と検証方法
は、現代住宅の動向研究、設計指標として有用であるとの結論に達した。
